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地域防災実践研究センターの設立

センター開設後の状況
➢ 令和3年9月1日センター設置
➢ 9月2日 設立記念講演会を開催
・新潟県内の研究・教育機関の取組を紹介
オンラインで県内の関係機関に配信

➢ 9月27日 防災ワクチン®ワークショップ開催
・インフラ企業等で県内に新たに配属された人材
を中心に、任地で想定される自然災害をリアルに
体験、災害対応力を高める

➢ 10月27日 開所式を開催
「安全科学推進会館」を改修し、センターが完成
新潟県「防災産業クラスタープラットフォーム」
設立式と同時開催

ポスターセッションで異業種間が交流

➢ 防災・減災に関連する研究開発を希望する企業の参画
を募集中で、現在、その働きかけを実施

➢ 防災・減災に係るデータプラットフォーム構築に関しては、
国交省、新潟県も期待を寄せている 2
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本活動は、災害を「他人事」と捉え適切な避
難行動に結びつかないという社会的課題を背景
に、知識中心の防災から当事者意識と主体性
を育む「主体」防災への転換を目指して推進さ
れたものである。弱毒化した疑似体験により内
在する対応力を引き出す防災ワクチンの概念を
提唱し、それを具現化した研修手法、学習教
材の開発・普及に取り組んだ。
本活動では、防災ワクチン概念を具現化する

研修手法と教材を体系的に開発・展開した。
具体的には、一枚の写真から災害を読み解くワ
ークショップ手法の考案、通電火災の仕組みを
体験的に学ぶ「ブレーカーキット」の開発と商品
化、家庭で停電を疑似体験する「ブラックアウト
大作戦」の実施などを通じ、学校・自治体・企
業の産学官連携により社会実装を進めた。
本活動により、子どもから大人までが災害を自
分ごととして捉え、適時・的確に行動する力が育
まれるとともに、通電火災の防止や停電への備
えの向上が図られ、地域のレジリエンス強化と国
民の安全・安心の確保に寄与している。

業 績

令和８年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰内容



地域防災実践研究センター
成果のご紹介

～防災ワクチン～
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防災ワクチン®ってなに？
• 防災にもワクチンがあっていいのではないか
✓これまでの災害に対応する能力（災害対応力）を向上させる手

法は、災害に対してどう対応するかの“How to”を伝授するもの
がほとんど（防災レシピ®方式）

✓これでは後追いの対応は可能でも、未曾有の災害には対応で
きない（事実、我々は新型コロナウイルス対応に混乱した）

✓災害が激甚化する中、地域がこういった災害対応力を主体的に
高めておく方法はないものか（地域レジリエンスの向上）

➢防災ワクチン®の概念
✓災害そのものを体験する前に、弱毒化した災害
体験（経験、訓練、知識等）により、地域の主体性
を高め免疫力を向上する方法
✓これはHow toを伝授するものにあらず、地域の
持っている主体性を引き出すきっかけを作るもの
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基本概念と√モデル導入

防災（理想は被害ゼロ）

※漠然とした概念。
ナンセンスな理想論

縮災（被害×時間を縮小）

※被害の減少に復旧時間の短縮も考慮し
た面積を減らす概念
⇒BCP, BCM

減災（被害ゼロは理想）

※どれだけ被害を減らせるかという視点

再生

適応

健
全
性
、
成
熟
度

ルート

被災－復旧

機
能
(被

害
)

縦軸の更新：
地域・社会の「健全性」に

√（ルート）モデル
※被災経験を成長の機会と捉える
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無関心

当事者

主体

率先者

•意識にすらない

•自分事ではない

•意識はある

•自ら制御できない

•自分事である

•意識はある

•他者を巻込まない

•自ら(仲間と共に)

制御できる

•自分事である

•意識はある

•他者をも巻込める

•自ら(仲間と共に)

制御できる

•自分事である

•意識はある

傍観者

主体性獲得の5段階モデル

ブレーカーキット体験
ブラックアウト大作戦

「一枚の写真」WS

7



① ブレーカーキット

⚫ 体験型教材として、通電火
災のメカニズム、災害復旧
時の安全な電気の活用手法
を習得するための、現物の
ブレーカーを用いた「ブレ
ーカー実験キット」を開発。

⚫ 新潟県内の小中学校で出前
授業を5回実施（417名受
講）し、生徒等の理解度を
４割程度向上させる学習と
定着の効果を定量的に検討。

⚫ 安全な擬似実体験型教材を
制作、教育ソフトと併せて
地域防災訓練等で普及。

防災ワクチンの具現化

8

長岡市の船山株式会社が販売しています。
https://funayama.co.jp/product/pickup/breaker_kit.html
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https://funayama.co.jp/product/pickup/breaker_kit.html


ブレーカー実験キットの開発経緯

設備設計 効果検証 改良・産業クラスター形成期 商品化

2020 2021 2022 2023～

出前授業：長岡市、見附市で
６校実施。キットの改良を実施

ブレーカー

コンセント

水槽

研究成果の展示

新潟県と協働し防災産業
クラスター形成実施

初期コンセプトを具体化
鹿児島・熊本高専と協働

入手可能な部品を用いた
初号機（2020秋）

長岡市イノベーション加速化
補助金を活用した試作機（2021夏）

出前授業用試作機作成

ブレーカー実験キットの
効果の確認（効果あり）

長岡市水澤電機、ふるさと未来創
造堂と協働しキットの
設計高度化を実施

アバターを用いた
ソフト教材の開発・導入

防災産業クラスターの
完成と船山㈱、柏崎ユーエ
ステック㈱による商品化

商品完成
9

改良を施したデモ機（2022.2完成）

防災教育チャレンジプラン
防災教育特別賞受賞（2022.2）

秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止



青葉台中学校区 防災学習（2024.9/1）

◼台風10号接近に伴い、地域・学校合同防災訓練から、青葉台中学校区の小中

学生への防災学習に目的を変更して実施

◼主な感想「ブレーカに初めて触った、結構固い」「ブレーカを落とさないと火災になる」

「災害はいつおこるか分からない、日ごろの準備が大切」

◼ 概要 ◼ 防災学習の様子（青葉台中）

日時：9月1日(日) 9:30-12:00

場所：青葉台中、青葉台小、

宮本小、大積小

参加人数：

青葉台中 1,2,3年生 160人

青葉台小 5,6年生 102人

宮本小 全生徒 46人

大積小 全生徒 20人

合計約330人

対応者：

長岡技科大 山口研究室 他

船山（株） 合計20名

①ビデオ上映により

地震災害の概要

通電火災の危険性

を学習

②ブレーカキットで

感震ブレーカ動作

ブレーカの操作

を体験

10



青葉台中学校区 防災学習（9/1）

山口先生

吉澤ﾌｪﾛｰ

アデリン先生 ファリザ先生

石川副本部長

◼ 防災学習の様子

青葉台小 青葉台小

宮本小 宮本小

大積小 大積小

◼ 小中学生の主な感想

・ブレーカに初めて触った

・ブレーカは結構固い

・ブレーカがどこにあるか調べてみる

・能登半島地震のことをもっと知り

たい

・ブレーカを落とさないと火災になる

ことがわかった

・焦って逃げずにブレーカを切るよう

気を付ける

・災害はいつどこでおこるか分から

ないため日ごろの準備が大切と

感じた
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新潟県防災リーダーキャリアップ講座 2024.12.1

◼県が育成する防災リーダーのフォローアップ研修として標記講座が開催された

◼ブレーカーキットを用いて、通電火災の原因や感震ブレーカーの動作を実演

◼ 主な内容

◼ 概要
日時：12月1日（日）13:00-16:00

場所：長岡震災ｱｰｶｲﾌﾞｾﾝﾀｰきおくみらい

主催：新潟県防災局防災企画課

運営：中越防災安全推進機構

人数：新潟県の防災士 24名

参加：吉澤、石川

◼ 主な内容
・中越防が能登半島地震災害支援活動報告

やエピソード発見ＷＳ、意見交換を実施

・新潟県防災局から技大に依頼を受け

「ブレーカーキット」を用いて、通電火災の原因

や感震ブレーカーの動作を実演

⇒感震ブレーカーの種類、コスト、取付方法

などの質問あり

⇒消防課予防係の方から2月実演の依頼有

小早川社長来訪
・新潟市西区の液状化に対応したボランティ
アセンター運営側の苦労話を紹介
・能登災害支援で女性部が「足湯ボランティ
ア」を通して、被災者の本音エピソードを紹介

ブレーカーキット実演の様子
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令和7年度第2回 新潟県住宅防火対策推進会議＠県庁

◼ 主な内容

◼ 概要
日時：10月6日 13:30-15:00

場所：新潟県庁２階西回廊大会議室

参加団体：消防本部、関係機関13団体

新潟県 防災局、福祉保健部、土木部都市局

オブザーバ：長岡技科大、感震ブレーカー

普及研究会、日本配線システム工業会

※長岡技科大客員教員として、吉澤フェロー、石川

が参加

◼ 概要

• 以下の内容について報告、意見交換を実施

a．新潟県内の火災発生状況

b．住宅防火意識の普及啓発活動

c．感震ブレーカーの普及促進

• 感震ブレーカーの普及促進の具体例として、

9/26BSN放映の動画紹介。また、ブレーカ

ーキットによる実演を実施。

◼ 当日の様子

◼感震ブレーカーの普及について、様々な意見が交わされた

例）阪神淡路大震災後、ガスメーターに感震機能が付与。電気メーターも同様だと良いのでは

リンテック21
三橋 さま

日東工業
野塚 さま

全体風景

・住宅用太陽光発電、蓄電装置が設置され
ている家では、どのような動作になるのか 等
電力会社に関わる質問あり
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② ブラックアウト大作戦

⚫ 災害発生時の家庭での停電体験プログ
ラムとして｢ブラックアウト大作戦｣を
実施。

⚫ 参加者自ら、家庭のブレーカーを落と
して1〜2時間の停電を体験。停電中に
食事を摂ること、停電中の写真を取る
ことを必須とするのみ。参加後にアン
ケート回答と写真の提出。

⚫ 2023年の試験実施を経て、2024年に長
岡市と共催で実施。67名が参加。2025
年には新潟県と共催し、全国から172
名が事前登録し77名が参加との報告。

防災ワクチンの具現化
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物資の備え (n=77)

十分

48％

不十分

52％

困ったこと (n=77)

あり

61％

なし

39％

体験時間 (n=77)

1~2h

55％

~1h

31％

2~3h

9％

3h~

5％

事後アンケート結果（2025年度）

短時間の体験でも「備えの課題」に気づくきっかけに
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フォトギャラリー

※主催者に著作権を譲渡頂いた写真を掲載
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③ 一枚の写真ワークショップ（WS）

⚫ 一枚の写真などの限られた情報を提示して、話し合いにより起きた事象を読
み解き、役になりきって物語を記述しながら考えていく新たなWS手法。

⚫ 事象発生前後のシナリオ作成、登場人物を軸にした物語記述、参加者に役を
与えてのロールプレイの3ステップで構成される。

⚫ 各所で実施した結果から、災害の自分ごと化、周囲と協力し合う意識の醸成
など非認知能力6項目すべての向上を確認。参加者アンケートでも高い評価。

防災ワクチンの具現化
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小早川社長来訪

◼防災ワクチン®一枚の写真WS

• 上村研究室藤田さんの司会でWS実施

• アルビレックス新潟チアガール３名を含む

合計28名が参加

• 一枚の写真から、その登場人物になりき

って、意見を交わすことで、災害を自分

事として捉える意識が高まった印象

ぼうさいこくたい／にいがた防災産業展＠朱鷺メッセ（2025.9.6-7）
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令和8年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰 表彰式

長岡技科大との共同研究成果「防災ワクチン®の概念に立脚した

教材と研修の普及啓発」が、科学技術賞 理解増進部門を受賞

◼ 主な内容

◼ 概要
日時：2026年4月15日（水）12:10-12:40

場所：文部科学省３階 講堂

出席者：

福田かおる 文部科学大臣政務官

増子 宏 事務次官

柿田 恭良 文部科学審議官

淵上 孝 研究振興局長

山之内 裕哉 振興企画課長

受賞者：

長岡技科大 上村教授、山口教授（欠）

渡利准教授、アデリン助教

東京電力HD 吉澤フェロー

◼ 主な内容
表彰式では、科学技術賞（開発部門、研究部門、

技術部門、理解増進部門）、若手科学者賞、研

究支援賞（研究開発マネジメント部門、高度技術

支援部門）の７部門の代表者が表彰状を受領

小早川社長来訪

新潟県 野上部長来訪

中越防 諸橋氏登壇熊本城下 開催

◼当日の様子

賞状の伝達の様子

上村先生吉澤ﾌｪﾛｰ

左から

渡利先生

ｱﾃﾞﾘﾝ先生

上村先生

吉澤ﾌｪﾛｰ

受賞者代表挨拶

福田政務官挨拶 20



令和８年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰表彰式
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◆表彰式の様子

文部科学省HP：https://www.mext.go.jp/b_menu/activity/detail/2026/20260415.html

開発部門：川筋 孝氏 塩野義製薬（株）
創薬研究本部 主席研究員

研究部門：佐藤 いまり氏 情報・システム研
究機構国立情報学研究所 教授

技術部門：和田 貴志氏 旭光電機（株）
本社 代表取締役社長

理解増進部門：青山 潤氏 東京大学大気
海洋研究所 教授

若手科学者賞：小川亜希子氏 東北大学
大学院薬学研究科 准教授

研究開発マネジメント部門：村木倫子氏
大阪大学経営企画オフィス 教授

高度技術支援部門：豊岡公徳氏 理化
学研究所環境資源科学センター 上級技師

受賞者代表挨拶：川筋 孝氏

福田大臣政務官挨拶

https://www.mext.go.jp/b_menu/activity/detail/2026/20260415.html
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◆表彰状 と 記念メダル

福田大臣政務官挨拶

令和８年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰表彰式
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福田大臣政務官挨拶

新潟県殿のプレス発表（2026年５月1日（金））

文部科学大臣表彰を受け、新潟県産業
労働部殿もプレスリリースを実施

にいがた防災ステーションの活動の一
環として、

➢ 第８回日本オープンイノベーション
大賞８選考委員会特別賞）の受賞

➢ 文部科学大臣表彰（科学技術賞理解
増進部門）

について言及いただいた。

にいがた防災ステーションを活用した取組の
受賞について -新潟県ホームページ

https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/sogyosuishin/bousai-station-zyusyo.html
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/sogyosuishin/bousai-station-zyusyo.html
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/sogyosuishin/bousai-station-zyusyo.html
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/sogyosuishin/bousai-station-zyusyo.html


24

福防災教育「防災ワクチン」が文部科学大臣表彰を受賞産学官連携プラッ
トフォーム「にいがた防災ステーション」から生まれた「ブレーカーキッ
ト」などの取組が評価 | 新潟県田大臣政務官挨拶

新潟県殿のプレス発表（2026年５月1５日（金））

文部科学大臣表彰を受け、新潟県広報
広聴課殿もプレスリリースを実施

➢ にいがた防災ステーションから生ま
れた「ブレーカーキット」を用いた
防災教育

➢ 一枚の写真ワークショップや、ブラ
ックアウト大作戦による防災ワクチ
ン研修

について言及いただいた。

にいがた防災ステーションを活用した取組の
受賞について -新潟県ホームページ

https://origin.digitalpr.jp/r/134812
https://origin.digitalpr.jp/r/134812
https://origin.digitalpr.jp/r/134812
https://origin.digitalpr.jp/r/134812
https://origin.digitalpr.jp/r/134812
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まとめ：地域防災実践研究センター

◼にいがた防災ステーションでの活動
を通じ，産官学の連携によって，多
くの研究成果の社会実装を実現して
います

◼地域の産業と連携し，全国への展開
を目指して参ります

今後もご支援よろしくお願いいたします
28


